
 

 
 

６月定例市議会は、２０１３年度一般会計補正予算

案、条例案など３３議案を原案通り可決しました。 

一般会計では、４億６４３１万円の減額となり、累計で

は、１６６１億６０３９万円（前年度同期比１０１．８％）となっ

ています。 

 

国の圧力に屈した職員給与引き下げに反対 

国の強引な職員給与削減方針を受け、倉敷市は

労働組合の合意を得ぬままに提案、わが党は、「国の

圧力に屈することは許されない」と主張しました。 

 

一方、議員報酬は… 

自由民主クラブなどが月額２万円削減を提案

職員には６％の給与削減を求めながら、議員が月

額２万円（３％相当）削減にとどめるのであれば、とても
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市民からも職員からも理解は得られません。 

 

日本共産党は、月額５万５千円の削減を提案 

自由民主クラブなどは、政務活動費を月額３万円

引き下げて帳尻を合わせようとしています。しかし、政

務活動費は、使途が定められており、そもそも使わな

ければ市役所に返納することになっています。議員報

酬と政務活動費は、性格が全く違うのです。 
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◇権利擁護体制の充実を求める 

－高齢者、障がい者など、誰もがいつまでも

生き生きと暮らせる町を目指して－ 

 

(質問) 倉敷市においては、平成２３年９月に「高齢者

及び障がい者の権利擁護のあり方検討会」を設置し、

平成２４年５月に報告書をまとめた。 

 この中で、必要な仕組みについて４点あげている。 

①総合的な対応を可能とする相談体制の構築 

②各種支援窓口の連携協力体制の強化 

③専門職ネットワークとつながるワンストップ機能の

充実のための関係機関、専門職との協力体制の強化 

④持続可能な支援システムの構築 

課題解決に向け、年次計画を定めて計画的に取り

組み、実施に移していくことが必要。市の認識は。 

〈答弁〉 生水哲男保健福祉局長は「平成２４年

１０月１日には、成年後見制度利用支援事業の助

成対象者を拡大し、成年後見制度の利用促進を

図った（平成２３年２月議会、９月議会で実施を求

める）。今後は適切な支援のため、関係各課や関

係団体との情報の共 

有化による連携協力 

など、権利擁護支援 

体制の一層の充実を 

図りたい」と答えるにと 

どまる。 

 

 
６月定例市議会、末田まさひこの一般質問から 

◇新病院開院は、 

平成２９年度中、現在地で 

－児島市民病院建設構想検討ほぼ固まる－ 

 

(質問) 建設構想検討報告書が出され、いよいよ平

成 29 年度中の新病院開院予定で、建設に向け進むこ

とになった。 

新病院の入院病床 

数について、現在の児 

島市民病院が担ってい 

る医療機能から、運営 

方針にも高齢化に対応 

した機能を持つ病院と 

して、療養病床を含む１９８床という病床数は必要とうた

われている。事業計画の中で１９８床、１６８床の比較検

討をしているが、１９８床で整備すべき。 

〈答弁〉 伊東香織市長は「病床数について、

ベッド数が１６８と１９８でそれぞれの収支が示されて

いる。今後、市としての病院建設構想を策定する

中で計画をつくっていく」と答弁。 

 

※７月５日開催の倉敷市立児島市民病院建設

構想検討報告書市民説明会において、江田病

院長は「病床数については１９８床必要と考えて

いる」と明言。 

5 月 18 日 市政報告会（児島公民館稗田分館） 

末田まさひこホームページも、ぜひご覧ください HP アドレス http://www.kct.ne.jp/~jbeans/

5 月 16～17 日 第 22 回市町村議会議員研修会（大津市）

質問内容の一部を抜き出して編集 
2013 年 6 月 18 日登壇 

建設予定地の駐車場側から
見た倉敷市立児島市民病院



◇危険区域の埋立て規制を求める 

－穴村技監「この区域等での埋立て 

行為はやむを得ない」無責任な答弁－ 

 

(質問) 洪水・土砂災害ハザードマップ上で、土砂災

害警戒区域、土石流危険渓流と示された区域の上

部、あるいは山地災害危険地区と示された区域に土

砂の埋め立てが行われている。 

平成１６年の台風２３号では、児島田の口２丁目で土

砂災害危険区域上部に埋め立てられた建設残土捨て

場から土砂崩壊が始まり、大きな土砂災害が起きた。 

 先に質問した児島宇野津イラ谷への無法な土砂埋

め立ても、土石流危 

険渓流と示された区 

域の上部にあたる。 

住民の命と財産が 

危険にさらされている。 

こうした地域への土砂 

埋め立てなどの土地 

利用は、条例を改正し規制をすべき。 

〈答弁〉 穴村範夫技監は「法律等では規制さ

れていない。市条例においても制限する規定はな

い。この区域等での埋立て行為はやむを得ない」

と無責任な答弁。 

◇南海トラフ巨大地震への備え 

防潮堤の整備はどうなる？ 

－伊東市長「県に対し、市民の生命、財産を

守る対策を要望していきたい」 

 しかし、どう守るのか、その基本が肝心－

 

（質問） 倉敷市地域防災計画では、最大クラスの津

波（南海トラフ巨大地震）と比較的発生頻度の高い一

定程度の津波の２つのレベルを想定し、対策を定めて

いる。倉敷市では、県が発表した高さＴＰ＋3.2ｍの最

大クラスの津波に対して、どの程度のハード整備が必

要と考えているのか。防潮堤の整備は県の事業だが、

ＴＰ＋3.2ｍの津波ならばとめてしまおうと考えているの

か。倉敷市としての基本的なスタンス、考え方は。 

〈答弁〉 伊東香織市長は「海岸部の主な管理

者は県であり、もちろん市の部分も少しあるが、岡

山沿岸海岸保全基本計画の見直しと倉敷市の部

分と整合性をとり、県と連携 

し、県の見直しをよく踏まえ 

て対応していきたい。県に 

対し、市民の生命、身体、 

財産をしっかりと守る対策を 

とってもらうよう要望していき 

たい」と答弁。 
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5 月 28 日 行政視察（総社市権利擁護センター） 6 月 5 日 倉敷駅鉄道高架問題で国土交通省へ 

狆のはなちゃん 

児島宇野津イラ谷、県道の法面への
無法な土砂埋立て 

倉敷市作成 
「津波ハザードマップ」
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移築・復元工事が進む「倉敷天文台
スライディングルーフ観測室」 

 

・4/3  児島地区春の交通安全推進大会（郷内公民館） 

・4/5  倉敷市立短期大学入学式 

・4/9 党倉敷地区委員会総会 

・4/10 倉敷市立児島小学校入学式 

・4/11 倉敷市立児島中学校入学式 

・4/12 倉敷市立柳田幼稚園入園式 

・4/13 岡山県建築士会児島支部総会 

・4/14 児島柳田町中地区町内会総会 

児島柳田町板池町内会総会 

・4/18 倉敷市議会文教委員会 

・4/25 党市議団６月議会報告会（天城憩いの家） 

    倉敷科学センター運営委員会 

・4/26 岡山県土地家屋調査士会倉敷支部総会 

・5/1 第 84 回倉敷地域メーデー集会 

・5/7 党市議団市内視察（茶屋町小学校） 

・5/14 「病院の日・看護の日」記念式典 

    党倉敷地区委員会総会 

・5/15 児島自治会連合会総会（児島ジーンズホール） 

・5/16,17 第 22 回市町村議会議員研修会（大津市） 

・5/18 末田正彦市政報告会（児島公民館稗田分館） 

・5/22 日本共産党岡山県地方議員会議 

・5/24 倉敷市議会児島会 

・5/25 児島婦人協議会総会（児島ジーンズホール） 

倉敷市立児島小学校運動会 

・5/26 鉄道高架問題とまちづくりを考える市民集会 

（倉敷労館） 

・5/27 倉敷市議会文教委員会 

・5/28 備中地区社会教育委員連絡協議会総会（総社市）

    行政視察（総社市権利擁護センター） 

・5/29 瀬戸内市議選支援 

・5/30 倉敷市議会適正合理化推進審議会 

・5/31 瀬戸内市議選支援 

・6/1 倉敷の子育てと教育を考える会総会 

・6/3 倉敷市議会会派代表者会議 

    倉敷市議会議会運営委員会 

党市議団６月市議会前懇談会（倉敷労館） 

・6/5 倉敷駅鉄道高架問題で国土交通省を訪問 

・6/6 行政視察（笠岡市権利擁護センター） 

・6/8 マリン児島社会福祉協議会総会（鳥渡木公会堂）

       岡山県自治体問題研究所総会（岡山市勤福ｾﾝﾀｰ）

・6/10 倉敷市議会６月定例会開会（6/26 まで） 

・6/11 倉敷市議会本会議一般質問通告〆切り 

・6/15 末田正彦市政報告会（下津井公民館） 

・6/18 末田正彦、倉敷市議会一般質問登壇 

・6/24 倉敷市議会文教委員会 

・6/26 倉敷市議会６月定例会閉会 

・6/27 サンセットフェスタ in 児島実行委員会 

この間の主な参加行事、活動です（４～６月） ◇これでいいのか、地球温暖化対策 

－温室効果ガス排出量の７割以上を占める水

島コンビナート企業の自主削減計画まかせ－

 

（質問） 平成２３年度、温室効果ガス排出量の実績

を見ると、報告対象事業者の総排出量は３７５２万トンと

平成２２年度に比べて５万トン増加している。３月３０日付

山陽新聞も、「温室ガス削減進まず、増加２３９事業所、

改善は６２事業所にとどまる」と指摘。この結果について、

倉敷市の削減計画であるクールくらしきアクションプラン

との整合性は、目標達成に向けての取り組みは。 

（答弁） 塩尻康文環境リサイクル局長は「目標

達成への取り組みについては、岡山県条例に基づ

き、一定規模以上の企業は温室効果ガスの総排

出量などの目標数値をおのおの設定して、毎年達

成状況を報告し、県が公表することになっている。

この制度により、市内の各企業が自社の目標を達

成するよう努力することで、クールくらしきアクション

プランの目標達成に資するものと考えている」と従

来の答弁を繰り返しました。 

末田まさひこホームページも、ぜひご覧ください HP アドレス http://www.kct.ne.jp/~jbeans/

（財）倉敷天文台からの寄付を受け、現在、ライフパー

ク倉敷の敷地内への移築・復元工事が進んでいます。8 月

18 日（日）スライディングルーフ移設落成式が行われ、一

般公開が始まります。 

今後、名誉市民である本田實氏、原澄治氏の資料展示他、

年数回の天体観望会を開く予定になっています。 

移築・復元について、本年 2 月議会で日本共産党市議団

が提案し、求めていました。 


